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上場維持基準の適合に向けた計画書 

  

当社の2023年3月31日時点におけるプライム市場の上場維持基準の適合状況が一部充たされていないこ

とから、下記のとおり、上場維持基準の適合に向けた計画書を作成しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の2023 年 3 月 31 日時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおり、「流

通株式比率」については基準を充たしておりません。当社は、2025年３月までに、上場維持基準を充たす

ために各種取組を進めてまいります。 

 

 
株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（円） 

流通株式比率 

（％） 

１日平均 

売買代金 

（億円） 

当社の状況 21,901 87,609 14,832,651,285 24.9 
0.34 

（2022 年 12 月末時点） 

上場維持基準 800 20,000 10,000,000,000 35.0 0.20 

計画期間    2025年3月末  

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出

を行ったものです。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取組内容 

（１）基本方針 

当社は、主力事業である精糖事業の事業基盤強化、新たな事業領域への展開等を着実に進めるとともに、 

情報開示の充実、サステナビリティの推進等のコーポレート・ガバナンスの充実に取組み、持続的な成

長と中長期的な企業価値を向上させることにより、上場維持基準を充たしてまいります。 



（２）課題及び取組内容 

当社は、上場維持基準のうち、「流通株式比率」の基準の充足に向けて、上記方針の下、企業価値を向 

上させ、株式市場で適正な評価を受けることにより、当社株式の流動性を向上させることが重要である 

と認識しております。 

具体的には、事業法人等の株主様が継続的、政策的に保有されている当社株式の縮減の働きかけ等を軸 

に、対策を講じてまいります。 

なお、この計画期間は、当社株式の流動性や株価への影響を考慮し、2025 年 3 月までといたしました。 

 

 以 上 


